
球形整粒機

高速転動方式による球形整粒機
顆粒の長さを揃え、
球形化する2つの役割を果たします

マルメライザー

型式 駆動方式 能力
（ℓ/h） 接粉部材質 モータ

（kW）
総質量
（kg）

据付面積
（mm）

全高
（mm） ジャケット付 回転速度

（min-1）
電源

（V）

QJ-400T-1 モータ直結型 40〜120
（4ℓ/バッチ） SUS316 2.2 約180 500×1165 1020 ○ 400〜1200

200/220　
50/60Hz

QJ-400 ベルト駆動型 40〜120
（4ℓ/バッチ） SUS316 2.2 600 約700×1200 約1200 ○ 250〜1000

300〜1200

Q（J）-700T モータ直結型 200〜600
（20ℓ/バッチ） SUS304 5.5〜7.5 約750 750×2000 1500 △ 270〜800

Q（J）-700VL ベルト駆動型 200〜600
（20ℓ/バッチ） SUS304 3.7〜5.5 1400 約850×2000 約1450 △ 78〜312

94〜376

Q（J）-700VH ベルト駆動型 200〜600
（20ℓ/バッチ） SUS304 3.7〜5.5 1400 約850×2000 約1450 △ 150〜600

180〜720

Q（J）-1000T モータ直結型 500〜1500
（50ℓ/バッチ） SUS304 7.5〜11 約1200 1100×2400 1500 △ 180〜560

Q（J）-1000VL ベルト駆動型 500〜1500
（50ℓ/バッチ） SUS304 5.5〜7.5 1700 約1400×2600 約1650 △ 52〜208

62〜250

Q（J）-1000VH ベルト駆動型 500〜1500
（50ℓ/バッチ） SUS304 5.5〜7.5 1700 約1400×2600 約1650 △ 150〜600

180〜720

※○は標準仕様、△はオプションとして承ります。

仕様

構造・機能・品質

球形顆粒のサイズは円柱状顆粒の直径で決まります。φ1mmの球形
を製造するには、φ1mmの円柱状顆粒をシードにすれば、直径とほぼ
同じ長さにカッティングされ丸くなり、粒度分布のシャープな球形がつ
くれます。なお、丸くするには水分・物性（可そ性）が重要なポイントに
なります。付着・かい状・粉になるケースもあり、計算では予測しにくい
微妙な要素が含まれます。場合によっては表面水分の調整として、予備
乾燥や粉添加、加熱・冷却などが必要な場合もあります。

バッチ式ではこの間、顆粒はマルメプレートの
溝でまず衝撃・剪断され、円柱径とほぼ同じ
長さになります。長さを揃える整粒であれば、
この時点で排出します。さらに所定時間滞留
させると、渦流内での転動・摩擦により角がと
れて球形化が進み、歩留りよくきれいな球形
顆粒となって排出されます。この時発生する
若干の粉は顆粒に添加されるため、最終的に
は粉は残りません。連続式の場合は、機械を
多連に組み、顆粒をオーバーフローさせます。

湿式押出造粒された、まだ湿潤している円柱状顆粒は、凹凸のあるマル
メプレート①の回転によってドライブをかけられ、マルメプレートと共に
回る力と遠心力との合力②の方向に向かいます。外周壁にぶつかった
顆粒は力を失い内周に戻され、さらにマルメプレートでドライブをかけ
られ、外周壁にぶつかり、連続的にちょうどナワを捩ったような渦流③

（顆粒の自転と層の公転）運動が全外周で繰り返されます。

①マルメプレート

② ③
●φ0.4mm ●φ1.5mm

整粒の様子を
ご覧いただけます

●● �φ1〜10mm径の球形顆粒が、バッチ式または連
続式で生産できます。
●● �粉の発生はほとんどなく、歩留りよく球形顆粒が生
産できます。
●●処理時間が短く、高性能です。

特　長

粒径：顆粒〜大径顆粒    形状： 球形状顆粒
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